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EM活性液およびEM5の作り方と使い方

(4) でき上がりの判定基準は、 甘酸っぱい発酵臭です。

また、 pHは、 4.0以下です。

保存期間は約1ヶ月可能ですが出来るだけ早く使用し

て下さい。

保存場所は、 1日の温度変化の少ない納屋などが適し

ています。

pH測定器の紹介（購入は園芸店）

・デジタルpHメ ーター

• 試色pH試験紙 (pH3.2�5.6の範囲用）

• 山田式PH測定器

2. EM5の作り方。

l) EM活性液を作る材料

EM l 1 Q 

糖蜜 , Q 

食酢（注2) 1Q 

焼酎（注2) 1Q 

水（塩素のない水）注 l) 10 Q 

注l : 水道水の場合は一昼夜汲み置きし、 塩素を取り除く

• 

甘酸っぱい

発酵臭
pH4.0以下

保存場所は納屋などの冷暗所

注2 : 食酢と焼酎の代わりに「AL-V ※」（醸造アルコ ール＋醸造酢）を使用してもよい。

この場合は、 水：糖蜜： AL -V : EM l =10: l : l : l

※岐阜アグリフ ーズ株式会社 岐阜県岐阜市 TEL 058-278-2511 (p14参照）

2) 作り方

EM活性液に準する
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